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SUPER Dolphin
統合的スーパーサイトの必要性

地域プロジェクトをバーチャルに束ねる上位のプロジェクト（Super 
Dolphin）を立ち上げる。Super Dolphinは、各プロジェクトに登録され
た患者の「名寄せ」を行うsuper directoryの運営を主務とするが、地域
プロジェクトへデータベースを貸し出し、地域プロジェクトの初期立ち上
げをサポートする。NPO日本医療ネットワーク協会（吉原博幸理事長）の
主たる事業の一つとして行われる。

スーパードルフィンセンター構想

そのコンセプトと現状

NPO日本医療ネットワーク
協会 
　平成１７年２月１日に東京
都においてNPO申請を行っ
た。現在、縦覧期間中で、５
月末にも正式認可の予定。　

１）データベース機能経済的基盤の弱い地
域プロジェクトの立ち上がり時期に、デー
タベース機能を提供することによって、地域
プロジェクトの立ち上げを容易にする（現
在の東京プロジェクトの様に）。また、将
来に渡って独自のデータセンターを持つこ
とが困難な地方都市において、パーマネン
トにデータベース機能を提供する。

２）スーパーディレクトリ機能
地域ごとに登録された患者基本情報の名寄
せを行い、最上位の（日本レベルの）IDを
付与する。この機能を持つことによって、
同一人のデータが全国レベルで正しくマー
ジされることになる。つまり、患者AのID
は、Super DolphinレベルでのIDを最上位
とし、この下に、患者の持つ地域ID（複
数）が管理される。同時に、患者データを
保持する地域プロジェクトDBのURLも管
理されるので、ある地域プロジェクト配下

の医療機関に患者が受信した場合、システ
ムがSuperDolphinのSuper 
Directoryに問い合わせれば、その患者の
臨床データがどの地域プロジェクトに存在
するかが返信されるので、全国レベルで診
療録の一元化が実現されることになる。

３）Dolphin Project最上位認証局
現在バラバラな認証関係を整理統合する。
さらに上位認証には、日本医師会、経済産
業省などが想定されている。
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